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フロントロビー

　年６月より墨田区押上にて新築工事を進めてまい
りました「京成押上第２ビル」が竣工を迎えることとな
りました。工事に当たって、ご協力いただきました関係
者の方々に、厚く御礼申し上げます。
　当地は、鉄道の変電所がございましたが、駅前の好立
地であることから、設備更新のタイミングで高度利用を
図るべく、ホテルと飲食店からなる複合施設を計画いた
しました。
　オープンしました「京成リッチモンドホテル東京押上」
は、東京門前仲町、東京錦糸町に続く３号店であり、
「下町の泊り（とまり）木」を建物コンセプトとして、
内装には木々や葉脈、水辺のイメージを取り込むなど、
お客様におくつろぎいただけるよう、ぬくもりあるデザ
インとなっております。
　また、３月下旬には低層階に回転寿司「くら寿司」が
オープンし、観光などで訪れた皆さまをはじめ、地域の
皆さまにも長く愛される施設となることを願っておりま
す。
　京成電鉄では今後も、当社沿線を中心とした開発を推
進してまいります。引き続き地域の皆さまならびに関係
各位のご支援とご愛顧を賜りますよう、お願い申し上げ
ます。
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■工事名称：（仮称）京成押上第２ビル新築工事
■工事場所：東京都墨田区押上１丁目－９他
■建　築　主：京成電鉄株式会社
■設　　計：大成建設株式会社一級建築士事務所
■監　　理：大成建設株式会社工事監理一級建築士事務所
■施　　工：大成・京成建設共同企業体
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡
■階　　数：地下１階、地上階
■構　　造：Ｓ造、一部ＣＦＴ
■用　　途：ホテル、飲食店舗
■工　　期：年６月１日～年２月日

（．カ月）

スタンダードルーム

コンフォートツインルーム

レストラン

　本計画は京成電鉄が押上駅前の既存変電所
を別敷地に移転し、その跡地に新たに低層部
をテナントとするビジネスホテルを建てると
いうものである。敷地の地下には今は押上駅
のインフラ用に使用されている旧砂利線や駅
舎までの地下通路が存在し、建築構造的にも
制約が多い場所であった。道路を挟んで向か
い側には既存のリッチモンドホテルプレミア
東京押上が建っており、同系列の別ブランド
として計画することとなったため、色彩的な
関連性を持たせることとした。また、敷地は
押上駅のロータリーにも面し、押上駅前の景
観を形成する重要な要素となることも意識し
た。
　押上は下町の景観を残しつつ、スカイツ
リーを始めとした開発も盛んに行われてお
り、下町の穏やかさと再開発による新しさが
共存する街である。計画敷地は丁度その間に
位置していることから、ボリュームの分節に
よって下町のスケール感を持った都市型ビル
ディングをデザインコードとし、下町と都市
の間をつなぐ存在として計画した。そして、
下町が本来持つ界隈性を街に与え、気軽に腰
を伸ばせる、渡り鳥の止まり木のような建築
を目指した。ボリュームの分節が客室にも多
様性を与え、まるで宿場町のような豊かさと
にぎわいを感じられる場所となっている。
　大成建設株式会社

　設計本部建築設計第三部　常田悠太
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